
　　　　

令和７ 年 1 月 20 日

13 時 0 分から 17 時 0 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケーション

人間関係

社会性

主な行事等

・定期的な防災避難訓練

・季節行事

家族支援

・連絡帳やSNSを活用し、療育の様子を伝え、家庭療育へと繋げていきます。

・保護者面談等、随時行いいつでも話せる環境を確保し、レスパイトケアを行

います。
移行支援

・学校や関係機関と情報共有し、事業所での課題を明確化し療育に取り

入れていきます。

・カンファレンスや支援会議に参加します。

地域支援・地域連携

・地域の公共施設を利用し、地域資源を活用します。

・他事業所、福祉サービス等と定期的に連携し情報共有をします。 職員の質の向上

・新人職員研修

・法定研修（接遇、虐待防止、ハラスメント、感染予防、人権等）

・ケース検討会

支　援　内　容

本

人

支

援

・健康管理の把握を行います。

・生活リズムを習慣化でき、生活力を獲得できるよう支援します。

・自宅や学校での課題をご家族様や学校担任から伺い、個別支援（生活力向上）として取り組みます。

・身体のボディイメージ（自己身体像）を再認識し、動作の安定性や巧緻動作、目と手の協調性の向上を図ります。

・運動等から体を使う課題を提供し、身体機能の維持、向上及び、感覚情報の正常化を図ります。

・集団活動や制作活動にて視覚、聴覚、触覚等の感覚を十分に活用できるよう様々な体験を提供していきます。

・主体的な活動を通して、自発性や認知力の向上に繋げ、成功体験が積めるよう支援していきます。

・ルールの理解及びタイムタイマーを取り入れ適切な行動への対応支援をします。

・コミュニケーションの困難性から生ずる行動に対して、環境調整や予防策を講じ適切な支援をしていきます。。

・相手の言葉を理解し、自分の考えや想いを伝えることができるように支援します。

・少人数の関わりから、相手の意図を理解したり、自分の考えを伝えたり、コミュニケーションの経験を積むことができるように支援します。

・職員がモデルケースとなり、他者交流の経験を積むことができるように支援します。

・他者との適正な距離感を把握ができるように適宜声かけを行い、他者と良好な関係形成が構築できるよう支援します。

・必要に応じソーシャルスキルトレーニング（SST）を取り入れ、より実践的な経験ができるよう支援します。

法人（事業所）理念
「いつまでも住み慣れた自宅での生活を」という基本理念を元に、利用児の方々の個性や今までの生活を尊重し、生きがいを持って人生を有意義に生活して頂くようにサポートに努め

る

支援方針
一人ひとりの個性を大切にしながら、子ども達の状態にあわせた活動（運動、制作）や様々な経験を通じて、自己認識の再確認、状況に応じた対応力、問題解決力が習得できるよう支

援します。

営業時間 送迎実施の有無

事業所名
スマイルキッズステーションパレットきらきら

（放課後等デイサービス）
支援プログラム 作成日


